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119170年代の日本の〈小説家についての小説〉について
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論で取り上げたいのは次のような要索を持つ小説である。

1 『吾り手は小説家を戦業としており、 木文中には語り下がかつて公表した小汲また

は散文についての言及や弓I fflがある。 そして、 そのかつて公表した小説や散文と

は、 当該小説に付せられた哨者名と同じ惰名を付して、 かつて現 9共 世界で公表され
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たものである。 たとえば、 大江他=�II「さかさまに立つ「雨の木」」 1 のように。
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話を顛序だてるには、 僕が汀雨の木jを聴く女たち」という短店を発表した

'--とからはじめねばならない。（略）僕の小説の祁邑方として、 それは事実，、

立ってはいるが、 その範囲に想像力を限定するのではなく、 つまりは自由な小説

づくりの論理で柑かれた。

（略）僕は次のように始めていたのであった。

｛ 一 年ほど消僕は十数年も{'fくことのなかった短図を、 ひとつ発表した。 この

ように水くそのジャンルから遠ざかっていたことにも、 そしていま「I分があらた

めてその分野で仕事をしようとしていることにも、 つまり骰の作家としての生

方が｀ 杓部から新しく動きはじめているらしいのに、 これから1年（物誘は関係が

あろう。（略））

（略）撲は高安カッチャンを追想するようにして朽いた小説1ふおなじく「過

ぎ去った生」として、 ペニ ーの牛の断片を封じこめたつもりであった。 ところが

、l�O)ペニ ー 自身から、 なまなまLい抗議の手紙が届いたのだから、 僕が狼狽した

として、 むしろ自然であったわけだ。

足い引用になったが、 ここでは小説家の語り手が過去に世いた小品がタイトルと

北に計及 ，・ 紹介また引用され、 それは大江他三郎の署名で過去に発表された小説と
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